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か
つ
て
西
脇
市
と
多
可
町
を
結

ん
だ
Ｊ
Ｒ
鍛
冶
屋
線
。
人
や
物
の

移
動
を
は
じ
め
と
し
て
人
々
の
生

活
を
支
え
る
一
方
、
自
動
車
の
発

達
と
と
も
に
利
用
者
が
減
少
し
、

平
成
２
年
３
月
に
惜
し
ま
れ
な
が

ら
廃
線
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
旧
羽
安
駅
周
辺
の
廃

線
跡
地
は
自
転
車
・
歩
行
者
専
用

道
路
に
整
備
さ
れ
、
南
北
に
開
け

た
地
形
で
あ
り
、
季
節
の
星
座
が

一
望
で
き
る
こ
の
道
を「
星
の
遊

歩
道
」
と
命
名
。
子
ど
も
た
ち
が

登
下
校
で
利
用
し
た
り
、
地
域
の

人
が
散
歩
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
親

し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
担
っ
て
き

た
こ
の
道
は
、
令
和
元
年
11
月
16

日
、
自
動
車
・
自
転
車
・
歩
行
者

が
利
用
で
き
る
日
野
北
バ
イ
パ
ス

（
県
道
中
安
田
市
原
線
・
市
道
市

原
羽
安
線
）
と
し
て
新
た
に
開
通

し
ま
し
た（
全
幅
12・25
メ
ー
ト
ル
）。

　

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
運

転
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ

　

工
務
課（
市
役
所
内
線
５
１
６
）

Ｊ
Ｒ
鍛
冶
屋
線
廃
線
か
ら
30
年
、
自
動
車
と
自
転
車
と
歩
行
者
の
道
へ

地
元
・
西
脇
市
・
兵
庫
県
が
一
体
と
な
っ
て
整
備

イベントで「記憶」に残す

開通前のバイパス　描く・歩く・食べる
〔11月４日〕

日
野
北
バ
イ
パ
ス
が
開
通

日
野
北
バ
イ
パ
ス
が
開
通

工務課
　内橋慎介課長
工務課
　内橋慎介課長

　西脇市野村町と多可町中区鍛冶屋から、廃線跡
13.2キロを歩くウオーキングイベントには約500
人が参加。また、羽安駅跡地付近では鍛冶屋線を
テーマにしたミュージカルの上演や和太鼓演奏な
どがあったほか、小学生らがチョークでロードペ
イントに挑戦。さらに、近隣住民らによる焼きそ
ばや豚汁などの振る舞いがあり、子どもから高齢
者まで約4,000人がバイパス開通前のメモリアル
イベントを楽しみました。

　日野北バイパスの開通を記念して、イベントを開
催しました。

　この道は、鍛冶屋線廃線直後から
「道路化してほしい」との熱い要望が
地元からありました。バイパス開通は
地元と市、県が連携して実現したもの
です。開通によって、市原町の交差点
での慢性的な渋滞を緩和させるととも
に、多可町との交流や連携がより活発
になることを期待しています。

　このバイパスは私たち地域住民
が長年望んできた道路。開通を機
に、活力あるまちづくりとさらな
る地域の発展につなげます。
齋藤周藏
ＪＲ跡地道路化推進委員会
委員長（日野地区区長会長）

①バイパスにチョークで思い思いの絵を描く子
どもたち②近隣住民らによる飲食ブースには長
蛇の列が③開通を祝うテープカットとくす玉開
披④片岡義郎さんに片山市長が感謝状を贈呈⑤
西脇中学校吹奏楽部による演奏⑥白バイを先頭
にバイクや自動車、自転車が通り初め

▲南北に開通した日野北バイパス（市原東交差点～羽安町
　交差点）。延長は2.37キロ

開通記念式典を挙行
〔11月16日〕

　16日午後１時の開通を前に、記念式典が開か
れました。関係者や地域住民ら約120人が交通安
全を祈願したのち、テープカットやくす玉を割っ
てお祝い。長年にわたり地域住民の先頭に立ち、
バイパス整備にご尽力いただいた片岡義郎さん

（ＪＲ跡地道路化推進委員）に、
片山市長が感謝状を贈呈しました。

①

②

③

④

⑤

⑥

文文

〶〶

日野日野
小学校小学校

至黒田庄至黒田庄

至多可町至多可町

至多可町至多可町

市原町交差点
（西脇日野郵便局）

市原町交差点
（西脇日野郵便局）

市原東
交差点
市原東
交差点

羽安町
交差点
羽安町
交差点

●
天目一神社
平野神社

●
天目一神社
平野神社

N

427

427

羽安町●
公会堂
羽安町●
公会堂

●
はやす駅跡公園

●
はやす駅跡公園



はやす
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近
年
、
急
速
に
高
齢
化
と
少
子

化
が
進
み
、
核
家
族
や
単
身
世
帯

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
地

域
で
は
、
児
童
や
高
齢
者
に
対
す

る
虐
待
、
自
殺
や
貧
困
の
問
題
、

認
知
症
高
齢
者
の
行
方
不
明
問
題
、

孤
独
死
や
引
き
こ
も
り
な
ど
、
日

々
の
暮
ら
し
に
お
け
る
課
題
が
あ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
が
絡
み
合

い
複
雑
化
・
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
震
や
台
風
、
局
地
的

豪
雨
な
ど
自
然
災
害
が
頻
発
し
、

災
害
時
要
援
護
者
の
安
全
確
保
も

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
は
常
に
地
域
住
民
の
立
場

に
立
ち
、
生
活
上
の
心
配
ご
と
の

相
談
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
た
め
の
お
手
伝
い
、
児
童
虐
待

の
防
止
や
不
登
校
・
引
き
こ
も
り

対
策
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。▲民生委員・児童委員は子育てに関する相談にも応じています（中央・

右）

▲各自治会の民生
委員・児童委員の
名簿はこちら

＼ みんなの相談役 ／

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
役
割

　
「
地
域
の
た
め
に
役
に
立
ち
た

い
」「
困
っ
て
い
る
人
の
立
場
に

立
っ
て
手
助
け
を
し
た
い
」
と
い

う
方
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
会
長

か
ら
推
薦
さ
れ
、
市
や
県
の
審
査

を
経
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
地
方

公
務
員
の
非
常
勤
特
別
職
と
し
て

委
嘱
す
る
無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
。

　

活
動
に
必
要
な
知
識
や
技
能
を

学
ぶ
た
め
、
児
童
、
障
害
者
、
高

齢
者
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
研
修

を
行
っ
て
い
ま
す
。
民
生
委
員
・

児
童
委
員
は
研
修
で
学
ん
だ
こ
と

を
生
か
し
、
西
脇
市
社
会
福
祉
協

議
会
が
主
催
す
る
高
齢
者
と
の
食

事
会
へ
の
参
加
や
、
各
小
学
校
で

開
催
さ
れ
る
「
児
童
と
乳
幼
児
の

ふ
れ
あ
い
交
流
事
業
」
の
体
験
学

習
を
手
伝
う
な
ど
、
ま
ち
の
福
祉

を
担
う
存
在
と
し
て
活
躍
し
て
い

ま
す
。

ま
ち
の
福
祉
を
担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

民
生
委
員
は
市
民
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
悩
み
や
課
題
が
解
決
で
き
る

よ
う
、
行
政
機
関
を
は
じ
め
と
す

る
必
要
な
支
援
へ
の「
つ
な
ぎ
役
」

に
も
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
全
て
の
民
生
委
員
は
子

ど
も
や
子
育
て
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
る
児
童
委
員
を
兼
ね
て
お
り
、

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
特

に
児
童
の
こ
と
を
専
門
に
担
当
す

る
「
主
任
児
童
委
員
」
は
児
童
福

祉
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
制
度
は
大
正
６
年
に

創
設
さ
れ
た
「
済
世
顧
問
制
度
」

に
始
ま
り
、
平
成
29
年
に
１
０
０

周
年
を
迎
え
た
歴
史
と
実
績
を
有

す
る
制
度
で
す
。
民
生
委
員
・
児

童
委
員
に
は
民
生
委
員
法
に
定
め

ら
れ
た
守
秘
義
務
が
あ
り
、
相
談

内
容
が
他
の
人
に
伝
わ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
各
自
治
会
の
委
員

に
つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
社
会
福
祉
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

関
係
機
関
へ
の
「
つ
な
ぎ
役
」

相
談
の
秘
密
を
守
り
ま
す

　

日
野
北
バ
イ
パ
ス
を
自
転
車
で

通
行
す
る
と
き
は
、「
自
転
車
レ

ー
ン
」
と
も
呼
ば
れ
る
自
転
車
専

用
通
行
帯
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
自
転
車
専
用
通
行
帯
に

は
、
い
く
つ
か
の
注
意
点
が
あ
り

ま
す
。
左
記
の
こ
と
に
注
意
し
て
、

安
全
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
バ
イ
パ
ス
の
沿
線
に
は
、

　
バ
イ
パ
ス
の
整
備
に
合
わ
せ
、
道
路
を
利

用
し
な
が
ら
楽
し
め
る
さ
ま
ざ
ま
な
「
仕
掛

け
」
を
施
し
ま
し
た
。
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
散

歩
を
し
な
が
ら
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

自
転
車
を
駐
車
さ
せ
て
お
く
「
サ

イ
ク
ル
ラ
ッ
ク
（
ハ
ン
ガ
ー
）」

を
２
ヵ
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

走
っ
て
歩
い
て
楽
し
い
道

この道の「記録」を残す
羽安駅跡地を再整備

来
て
、
確
か
め
て

自
転
車
で
走
っ
て
み
よ
う

▲幅1.5メートルある自転車専用通行帯。自
　転車が通行する空間を青く色分け

バイパスに

◆自転車専用通行帯のルール
・自転車は青色部分を走行しましょう
・自転車専用通行帯は「左側一方通
行」「逆走禁止」です
・自動車・バイク（原付を含む）は原
則走行できません
・車両の駐車は禁止です
※70歳以上の高齢者、12歳以下の児
童・幼児などは歩道を自転車で通行
することができます

　バイパス整備に合わせ、羽安
駅跡地を「再び人々が集う場所
に」というテーマに基づいて再
整備しました。この場所は地元
の方によって「はやす駅跡公
園」と名付けられ、羽安駅の駅
名看板を復元させたほか、この
道の歴史や歩みを記した看板も
設置しました。
　敷地内には駐車場とサイクル
ラックがあり、休憩できるベン
チもあります。ここに立ち寄っ
て一息つきませんか。

地域の歴史を知る

　文化財保護として遺跡の記録を残
すため、バイパス工事を始める前に
発掘調査を実施しました。
　調査では弥生時代後期（約1,800
年前）の竪穴住居跡のほか、奈良時
代や室町時代の掘立柱建物跡など当
時の生活の痕跡が見つかりました。
　この調査結果を解説する看板を、
歩道沿いの調査箇所に設置。また、
バイパス周辺の文化財を案内する看
板をはやす駅跡公園などに設置して
おり、歩きながら地域の歴史を学ぶ
ことができます。

季節の星座を探して

　星の遊歩道に設置していた四
季の星座盤（15種類）をバイ
パスの歩道等に埋め込み、遊歩
道の名残をとどめています。
　バイパスがある場所は南北に
地形が開けており、季節の星座
を一望することができます。該
当する季節に星座盤の前に立っ
て夜空を見上げ、その星座を探
してみませんか。
　歩道沿いには四季ごとの代表
的な星座や天体を解説する看板
があり、歩きながら夜空を楽し
むことができます。

バ
イ
パ
ス
の
整
備
に
合
わ
せ
、
道
路
を
利

用
し
な
が
ら
楽
し
め
る
さ
ま
ざ
ま
な
「
仕
掛

け
」
を
施
し
ま
し
た
。
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
散

歩
を
し
な
が
ら
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

自
転
車
で
走
っ
て
み
よ
う

工務課
　藤田雅量主任
工務課
　藤田雅量主任この道の

羽安駅跡地を再整

バイパスに

することができます

わたしのまちの民生委員・児童委員
一斉改選によって委員が12月１日付で交代しました。

　心配ごと、悩みごとを一人で抱えていませんか。民生委員・児童委員は、あなた
の身近な相談相手です。また、相談内容に応じて関係機関への「つなぎ役」にもな
ります。どうぞお気軽にご相談ください。
■問合せ　西脇市民生委員児童委員連合会事務局（社会福祉課内／市役所内線 263）


